

























































































































































































































































































申心部 蛸部 中心部 150mm 端蔀
（c）　導電率o．751S！m】　　　　　　　　　　　　　　（d）　導電率1．Oo［S／ml
　　　図11比誘電率75における電磁エネルギー分布
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図12好ましい加温パターンが得られる範囲
7　まとめ
差分時間領域法を用いてリエントラント型空洞共振器アプリケータの3次元及び軸対
称3次元電磁界解析を行なった．実験と計算の比較を行ない，軸対称3次元解析によって
得られた数値解析結果と実測温度分布が定性的に良く一致することを確認した．さらに，
軸対称3次元による解析は必要メモリ，計算時間及び入力データ作成が容易であるという
点でその有用性を確認し，差分時間領域法を用いた電磁界解析の妥当性を示した．さら
に，差分時間領域法によってファントムの設置位置あるいは媒質定数による加温パター
ンが予測可能であることから，本手法はリエントラント型空洞共振器アプリケータの最
適設計にも使用可能であることが分かる．今後アプリケ・…一一タ内部に生体を挿入する場合
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には，器官によって異なる比誘電率，導電率を考慮した詳細な数値解析が必要となる．
本研究に御協力いただいた（株）オムロンライフサイエンス研究所鹿妻洋之，新潟大
学大学院工学研究科上田工の両斥に感謝致します・
本研究の一部は文部省科学研究費補助金（試験研究（B）（2））04557048によって行なった
ことを付記する．
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